
様式第１号（第４条関係）

１■施策の概要
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２■施策推進の状況

　
直接事業費

人件費

合計コスト

３■施策の担当課による評価結果

　

　　　　　　　 

平成18年度

　
平成19年度

平成20年度

平成21年度

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

平成26年度

平成27年度

達成率(％)

　平成１９年度 　平成２０年度

120,000（人）

50,000（人）

　平成２１年度

18,279

１－１施策の名称

１－２担当

 
１－３総合計画に
おける施策の体系

１－４施策の目的

基本成果指標名

市民部 市民協働課

　市民が集い楽しむ場として、春・夏・秋に行われる豊明まつりの充実を図る。

前期（平成１８年度～平成２２年度）

　
２－１施策全体に
係る合計コストの
推移（千円）

　豊明秋まつり来場者数

評価票作成者

3,227

21,506

17,393

 　平成１８年度

市民協働課長
神谷巳代志

実績値（単位）目標値（単位）
指標の定義

 豊明まつりの実施状況を表す指標

 豊明まつりの実施状況を表す指標

　都市基盤・産業振興「いきいきとした賑わいと活力あふれるまちづくり」

　産業振興

基本施策コード観光（豊明まつり）

120,000（人）

45,000（人）

平成２２年度評価
（前期の成果）

平成２７年度評価
（全期間の成果）

目標値（単位） 実績値（単位）

３ ―３―４

総合評価

全期間（平成２３年度～平成２７年度）
達成率(％)

単年度
担当課評価

　
３－1評価結果

担当課評価

　豊明夏まつり来場者数

　平成２２年度

１－５総合計画に
おける基本成果指
標

　平成２７年度　平成２３年度 　平成２５年度

20,620

　平成２４年度 　平成２６年度

　平成２５年度 　平成１８年度 　平成１９年度 　平成２０年度 　平成２１年度 　平成２４年度 　平成２６年度 　平成２７年度　平成２２年度

今後の環境変化を踏まえた課題認識 既存事業の構成や優先順位の考え方、新規事業の必要性の考え方 施策の担当課としての単年度の取り組みの自己評価

 

 年々イベントとしての内容も充実し、多数の市民が参加した。

〃
　「豊明まつり検討委員会」にて、今後のまつりのあり方を「市民参
加型、市民主体型」とし、転換を図ることを決定。

 年々イベントとしての内容も充実し、多数の市民が参加した。平成２
０年度以降の「市民参加、市民主体型」のまつりの検討ができた。

 地域社会における連帯感が薄れている中、市民の交流・活
動の場として市民まつりの果たす役割は大きい。

 豊明まつりのあり方を含め、抜本的な見直しが必要であり検討委員会
により検討していく。

　
３－２評価の内容

3,227

　平成２３年度

施策評価票番号 33

 ● 施策評価の判定基準
　　Ａ ：　施策の目的を効果的に達成しているので継続する
　　Ｂ ：　施策推進の実施手法等に改善の必要がある

　良好に進展

　良好でない

　良好に進展 　良好に進展 　良好に進展 良好に進展 良好に進展 良好に進展 良好に進展 　良好に進展 　良好に進展

　良好でない 　良好でない 　良好でない 良好でない 良好でない 良好でない 良好でない 　良好でない 　良好でない



４■参考情報

番号 実績値
担当課
評価

担当課
判断
優先順位

総合評価
担当課
評価

担当課
判断
優先順位

総合評価

1
109,777
(人)

Ｂ 1 Ｂ Ａ 1 Ｂ

2
44,000
(人)

Ａ 2 Ａ Ａ 2 Ｂ

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

豊明夏まつり来場者数　５０，０００（人）

豊明秋まつり開催事業（主要事業） 豊明秋まつり来場者数　１２０，０００（人）

豊明夏まつり開催事業

成果指標と最終目標値(単位)事務事業名称

４－１　施策を構成する事務事業の評価情報 　平成１８年度 　平成１９年度

実績値

110,291
(人)

45,500
(人)


